
○ 我が国の国内航空貨物取扱量は、機材小型化や路線撤退等に伴い平成２０年度をピークに減少。
羽田空港の航空貨物取扱量増加の影響等により回復に転じたものの、ここ数年は減少ぎみであり、令和2年度は新型コロナウイ
ルス感染症の流行の影響により大幅に減少。令和３年度からは貨物需要の高まりを受けて回復。
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国内航空貨物取扱量の推移（単位：万トン）

H20.9

リーマンショック

H23.3

東日本大震災

中部圏空港
（中部＋名古屋）
1.1万トン(1%)

近畿圏空港
（伊丹＋関空）
9.7万トン(8.8%)

首都圏空港
（羽田＋成田）
45.9万トン(41.4%)

その他空港
54.2万トン(48.8%)

H30.9

台風21号

(年度) 

順位 空港別 貨物重量（万トン）

1 羽田－新千歳 11.2万トン

2 羽田－那覇 11万トン

3 羽田－福岡 10万トン

4 羽田－大阪 4.8万トン

5 大阪－那覇 2.7万トン

令和５年度路線別取扱量（上位５路線）

※ 航空輸送統計年報（国内定期航空空港間貨物流動表）より作成

(昭和) (平成) (令和) 

R2.3～
コロナ感染症

令和５年度取扱量合計：１１１万トン
(令和４年度：109.9万トン、対前年度比 101%）

我が国の国内航空貨物輸送の動向
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我が国の国際航空貨物輸送の動向

○ 我が国の国際航空貨物取扱量は、平成13年の米同時多発テロや平成20年のリーマン・ショックによる落ち込みから回復・増加
し、平成29年度をピークに大規模自然災害の発生や米中貿易摩擦の影響、さらに新型コロナウイルス感染症の流行の影響によ
り減少。令和３年度は貨物需要の高まりを受けて増加したが、令和4年度以降海上物流の正常化や中国経済の停滞などを受
け減少。

○ 首都圏空港（羽田空港と成田空港）の航空貨物取扱量は全体の７.３割を占めている。
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（万トン）

国際航空貨物取扱量の推移（単位：万㌧）

（ 年度 ）

成田国際空港・東京国際空港
   247万㌧（73.4%）

関西国際空港
72.1万㌧（21.4%）

中部国際空港
11.9万㌧（3.5%）

その他空港 5.4万㌧（1.6%）

出典）空港管理状況調書より作成

羽田空港国際線ﾋﾞﾙ拡張
（平成26年3月）

羽田空港D R/W供用開始
（平成22年10月）

リーマンショック
（平成20年9月）

中部開港
（平成17年2月）

アメリカ同時多発テロ
（平成13年9月）

関空開港
（平成6年9月）

成田開港
（昭和53年5月）

平成昭和

注１） 関西国際空港開港以前は、大阪国際空港における貨物量を示す。
注２） 中部国際空港開港以前は、名古屋空港における貨物量を示す。

台風21号
（平成30年9月）

令和５年度貨物取扱量合計： ３３６．４万トン
（令和４年度：349.1万トン、対前年度比96.4%）

令和

新型コロナウイルス
感染症（令和2年3月～）
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